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資料１１－１ 日影計算に用いた理論式 

［本編 p.307,310 参照］

 

 各時刻（真太陽時）における新建築物や既存建物等の日影と日影時間は、以下に示す理論式を

用いて求めた。 

 

１．太陽の位置 

 太陽の位置は、高度ｈと方位角Ａを用いて次式より求めた。（図-1参照） 

  太陽高度：sinｈ＝sinφ・sinδ＋cosφ・cosδ・cosｔ 

  方 位 角：sinＡ＝cosδ・sinｔ／cosｈ 

            ｈ：太陽高度（度） 

            Ａ：方位角（度） 

            φ：事業予定地の緯度（度） 

            δ：冬至日における太陽の赤緯（度） 

            ｔ：時角（度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 太陽高度と方位角 

 

２．日影長計算 

 新建築物や既存建物等からの日影長は、次式より求めた。 

Ｚ＝Ｈ・cotｈ 

    Ｚ：日影長（ｍ） 

    Ｈ：建物と計算面の高低差（ｍ） 

    ｈ：太陽高度（度） 

 

 

 

 



 - 199 -

資料１１－２ 現況の時刻別日影図 

［本編 p.308 参照］

 

 事業予定地及びその周辺の既存建物等による現況の時刻別日影図（平均地盤面＋4.0ｍ）は、以

下に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※名古屋プライムセントラルタワー及び愛知県産業労働センターの建物高さを修正し
たため、再予測を行った（以下の図についても同様）。 
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資料１１－３ 新建築物と既存建物等による時刻別日影図 

［本編 p.310 参照］

 

 事業予定地周辺建物等を含む時刻別日影図（平均地盤面＋4.0ｍ）は、以下に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※事業計画の進捗により、新建築物の建物高さ及び建物形状を変更し、また、名古屋プライムセント
ラルタワー及び愛知県産業労働センターの建物高さを修正したため、再予測を行った（以下の図に

ついても同様）。 



 - 205 -

 

 

 



 - 206 -

 

 

 



 - 207 -

 

 

 



 - 208 -

 

 

 


	資料１１－１ 日影計算に用いた理論式
	資料１１－２ 現況の時刻別日影図
	資料１１－３ 新建築物と既存建物等による時刻別日影図



